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井
上
円
了
の
心
理
学
の
業
績

恩
　
　
田

彰

一
　
西
欧
の
心
理
学
の
移
植
と
東
洋
心
理
学
の
構
築

　
心
理
学
は
明
治
時
代
に
わ
が
国
に
移
植
さ
れ
た
が
、
わ
が
国
の
科
学
的
心
理
学
の
基
礎
を
き
ず
い
た
の
は
、
元
良
勇
次
郎
と
松
本

亦
太
郎
で
あ
る
。
元
良
は
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ル
（
＝
①
＝
－
○
°
O
o
°
　
一
八
四
四
ー
↓
九
二
四
）
に
学
び
、
ま
た
松
本
は
実
験
心
理
学
の

創
始
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ヴ
ン
ト
（
乏
已
コ
ム
戸
≦
°
　
一
八
三
二
ー
一
九
二
〇
）
に
学
び
、
欧
米
の
心
理
学
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
独
力
で
欧
米
の
心
理
学
の
多
く
の
文
献
を
読
み
、
沢
山
の
心
理
学
の
著
者
や
論
文

を
残
し
た
井
上
円
了
の
業
績
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
東
洋
の
思
想
・
文
化
に
非
常
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
業
績
を
生
み
出
し
、
東
洋
心
理
学
と
く
に
日
本
の

心
理
学
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
井
上
は
『
東
洋
心
理
学
』
（
明
治
二
九
年
、
哲
学
館
刊
）
、
『
仏
教
心
理
学
』
（
明
治
三
〇

年
、
哲
学
館
刊
）
と
い
う
書
名
の
著
書
、
禅
の
心
理
に
つ
い
て
論
文
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
妖
怪
学
と
い
う
名
称
の
も
と
に
独
創
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的
な
応
用
心
理
学
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
。

　
元
良
、
松
本
ら
は
、
西
欧
の
科
学
的
心
理
学
を
わ
が
国
に
移
植
す
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
井
上
の
場
合
は
、
西

欧
の
心
理
学
と
東
洋
の
心
理
学
を
結
び
つ
け
て
、
独
自
の
東
洋
心
理
学
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
井
上
の
業
績
は
、
当
時
に
お
い
て

は
、
あ
ま
り
に
も
先
駆
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
九
年
に
ヴ
ン
ト
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
世
界
で
初
め
て
の
心
理
学
実
験
室
を
創
立
し
た
。
こ
れ
は
心
理
学
が
哲
学
か
ら

分
離
し
て
、
科
学
と
し
て
の
道
を
歩
き
は
じ
め
た
最
初
の
道
標
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
人
文
諸
科
学
の
導
入
に
つ
く
し
た
西
周
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
能
力
心
理
学

を
継
ぐ
ヘ
ウ
ン
（
＝
①
＜
㊦
戸
』
°
　
一
八
一
六
ー
七
四
）
の
”
ζ
⑦
葺
巴
㊦
古
＝
o
。
・
0
9
デ
　
（
一
八
四
七
）
を
『
案
般
氏
心
理
学
』
（
一
八

七
八
年
、
明
治
十
一
年
）
と
訳
し
て
、
日
本
で
早
く
も
心
理
学
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）

に
は
、
ベ
イ
ン
（
切
巴
艮
〉
°
）
の
心
理
学
が
井
上
哲
次
郎
に
よ
り
、
『
倍
因
氏
心
理
新
説
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
新

し
い
も
の
が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
哲
学
的
な
も
の
で
、
新
し
い
生
理
学
的
、
実
験
心
理
学
は
紹
介
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
実
験
心
理
学
を
日
本
の
心
理
学
の
基
礎
に
お
い
た
の
は
、
元
良
勇
次
郎
（
一
八
五
八
ー
一
九

一
二
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ホ
ー
ル
の
下
で
研
究
し
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
わ
が
国
で

最
初
の
心
理
学
の
教
授
と
な
り
、
そ
し
て
エ
ー
ル
大
学
に
学
び
、
後
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
ヴ
ン
ト
に
学
ん
だ
松
本
亦
太
郎
（
一
八

六
五
　
↓
九
四
三
）
の
協
力
を
得
て
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
に
、
東
京
大
学
に
わ
が
国
で
最
初
の
心
理
学
実
験
室
を
つ
く

っ
た
。
こ
の
意
味
で
元
良
と
松
本
は
わ
が
国
の
科
学
と
し
て
の
新
し
い
心
理
学
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
人
物
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
元
良
は
当
時
の
西
欧
心
理
学
と
、
わ
が
国
の
伝
統
的
思
想
を
総
合
し
て
、
心
理
学
の
体
系
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。
彼
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は
第
七
回
国
際
心
理
学
会
議
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
「
哲
学
雑
誌
」
（
一
九
〇
五
年
）
に
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
概
念
」
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2

と
し
て
ま
と
め
た
（
ζ
三
①
己
一
二
南
）
、
一
九
八
〇
）
。
こ
の
中
で
禅
心
理
学
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
意
識
は
経
験
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
直
覚
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
松
本
亦
太
郎
は
、
元
良
と
協
力
し
て
日
本
の
実
験
心
理
学
の
分
野
を
開
拓
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
他
方
、
外
遊
中
、
欧
米
の
美
術

館
や
寺
院
を
歴
訪
し
て
、
絵
画
の
研
究
を
し
て
お
り
、
『
絵
画
鑑
賞
の
心
理
』
二
九
二
六
年
）
、
『
現
代
の
日
本
画
』
（
一
九
二
七
年
）

な
ど
を
著
し
、
東
西
の
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
日
本
画
に
お
い
て
造
詣
が
深
く
、
大
正
三
年
か
ら
六
年
ま
で
文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧

会
）
の
審
査
員
を
し
て
い
た
。
こ
の
点
、
西
欧
の
心
理
学
を
学
び
、
日
本
の
実
験
心
理
学
の
道
を
開
い
た
元
良
と
松
本
が
、
い
ず
れ

も
東
洋
心
理
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
の
心
理
学
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
元
良
、
松
本
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
研
究
者
の
中
に
は
、
独
創
的
な
心
理
学
説
を
発
表
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

そ
の
中
に
は
仏
教
と
く
に
禅
の
影
響
を
受
け
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
千
葉
胤
成
（
一
八
八
四
ー
一
九
七
二
）
の
固

有
意
識
、
佐
久
間
鼎
（
一
八
八
八
ー
　
九
七
〇
）
の
基
調
的
意
識
、
お
よ
び
黒
田
亮
二
八
九
〇
1
一
九
四
七
）
の
勘
が
あ
げ
ら
れ

る
。

二
　
井
上
円
了
の
心
理
学
の
業
績

　
井
上
円
了
（
一
八
五
八
ー
一
九
一
九
）
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
年
）
東
京
大
学
文
学
部
に
入
学
、
哲
学
科
に
籍
を
お
き
、

学
生
で
あ
り
な
が
ら
先
輩
の
井
上
哲
次
郎
、
有
賀
長
雄
、
三
宅
雄
次
郎
（
雪
嶺
）
ら
に
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
加
藤
弘
之
、
西
周
な
ど

を
動
か
し
て
、
日
本
で
初
め
て
の
哲
学
会
を
創
立
さ
せ
た
。
時
に
明
治
一
七
年
で
あ
る
。
翌
一
八
年
に
東
京
大
学
を
卒
業
、
明
治
二
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○
年
に
「
哲
学
書
院
」
を
設
立
し
、
そ
こ
か
ら
「
哲
学
会
雑
誌
」
を
創
刊
し
、
『
心
理
摘
要
』
を
出
し
て
い
る
（
井
上
、
一
八
八
七
）
。

そ
し
て
そ
の
年
の
九
月
に
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前
身
）
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
時
応
用
心
理
学
を
担
当
し
た
の
が
井
上
円
了
で
あ

っ
た
。
哲
学
館
の
講
義
内
容
は
、
明
治
二
］
年
一
月
か
ら
「
哲
学
館
講
義
録
」
と
し
て
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
井
上
の
講
義
録
は
「
心
理
学
（
応
用
な
ら
び
に
妖
怪
説
明
）
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
井
上
は
、
一
般
に
は
生

じ
な
い
、
不
思
議
な
現
象
を
妖
怪
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
研
究
す
る
方
法
と
し
て
心
理
学
を
重
視
し
、
妖
怪
を
応
用
心
理
学
の
対
象
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
井
上
は
、
真
理
を
探
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
日
常
生
活
に
役
立
た
せ
る
た
め
学
問
の
応
用
を
重
視
し
て

い
る
。
『
記
憶
術
講
義
』
（
井
上
、
↓
八
九
四
）
を
書
い
た
か
と
思
う
ヒ
、
『
失
念
術
講
義
』
（
井
上
、
一
八
九
五
）
を
書
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
記
憶
も
大
切
だ
が
、
よ
け
い
な
こ
と
は
忘
れ
た
ほ
う
が
よ
い
。
よ
け
い
な
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
苦
し
ん
で
い
る
不
幸
な
人

を
救
う
に
は
、
失
念
術
が
大
切
だ
と
述
べ
て
い
る
。
後
に
こ
の
失
念
術
を
含
め
て
『
新
記
憶
術
』
（
井
上
、
一
九
一
七
）
と
い
う
本

を
出
し
て
い
る
。
次
に
井
上
が
心
理
学
に
関
し
て
ま
と
め
た
著
書
や
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
よ
う
。

　
1
妖
怪
学
と
心
理
学

　
井
±
は
、
当
時
の
沈
滞
し
た
仏
教
に
活
力
を
与
え
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
っ
た
。
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト

教
は
、
近
代
科
学
の
成
果
で
あ
る
地
動
説
や
進
化
論
に
反
し
、
さ
ら
に
近
代
哲
学
に
反
す
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
西
洋
の
合
理
主

義
的
な
近
代
哲
学
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
宗
教
は
仏
教
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
西
洋
哲
学
の
合
理
性
に
よ
っ
て
仏
教
の
再
生

を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
ま
ず
仏
教
か
ら
妖
怪
、
迷
信
を
と
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
さ
ら
に
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
近
代
化
の
た
め
に
民
間
で
行
わ
れ
て
い
る
妖
怪
の
本
質
を
究
明
し
、
迷
信
を
な
く
す
こ
と
を
自
分
の
使
命
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　
妖
怪
と
い
う
の
は
、
井
上
の
論
文
「
妖
怪
学
と
心
理
学
と
の
関
係
」
に
よ
る
と
、
ふ
だ
ん
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
な
い
よ
う
な
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5

殊
な
め
ず
ら
し
い
現
象
で
あ
る
（
井
上
、
一
九
〇
二
、
八
八
　
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
異
常
に
し
て
通
常
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
　
2



多
少
不
可
思
議
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
生
起
の
原
因
は
、
今
日
の
科
学
的
な
知
識
や
常
識
に
よ
っ
て
未
知
の

も
の
を
い
う
。
妖
怪
を
実
怪
と
虚
怪
に
大
き
く
分
け
、
さ
ら
に
実
怪
は
真
怪
と
仮
怪
の
二
種
に
、
虚
怪
は
偽
怪
と
誤
怪
の
二
種
に
分

け
る
。
偽
怪
は
人
が
何
か
目
的
が
あ
っ
て
故
意
に
作
り
出
し
た
妖
怪
で
あ
り
、
誤
怪
は
妖
怪
で
な
い
も
の
を
偶
然
誤
っ
て
妖
怪
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
仮
怪
は
自
然
の
法
則
に
も
と
つ
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
科
学
や
心
理
学
の
法
則
に
照
ら
し
て
研
究

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
真
怪
は
不
可
思
議
、
不
可
知
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
根
元
を
究
明
し
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
井
上
に
よ
る
と
、
妖
怪
は
心
理
現
象
の
み
な
ら
ず
自
然
、
社
会
の
諸
現
象
に
広
く
わ
た
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
科

学
的
に
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
象
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
井
上
は
こ
れ
ら
の
妖
怪
は
、
ほ
と
ん
ど
諸
科
学
に
加
え
て
心

理
学
と
い
う
有
力
な
方
法
に
よ
っ
て
解
明
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　
井
上
円
了
の
妖
怪
研
究
の
最
初
の
本
は
『
妖
怪
玄
談
』
で
あ
る
（
井
上
、
一
八
八
七
）
。
彼
は
「
余
幼
に
し
て
妖
怪
を
聞
く
こ
と

を
好
み
、
長
じ
て
其
の
理
を
究
め
ん
と
欲
し
、
事
実
を
蒐
集
す
る
こ
と
す
で
に
五
年
」
と
書
い
て
い
る
。
大
学
二
年
（
明
治
一
五

年
）
頃
か
ら
妖
怪
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。
井
上
は
後
の
西
洋
史
学
者
箕
作
元
八
そ
の
他
を
さ
そ
っ
て
明
治
一
九
年
に
「
不
思
議
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
お
ろ
し

究
会
」
を
設
立
し
、
妖
怪
研
究
の
開
始
を
人
び
と
に
知
ら
せ
、
奇
夢
、
幽
霊
、
孤
狸
、
天
狗
、
犬
神
、
み
こ
、
神
下
、
予
言
な
ど
の

超
常
現
象
の
資
料
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
頃
流
行
し
て
い
た
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
の
起
源
を
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー

ニ
ン
グ
（
、
口
巨
①
－
9
∋
日
ぬ
、
テ
ー
ブ
ル
の
ま
わ
り
に
数
人
が
集
ま
っ
て
、
各
々
手
を
出
し
て
軽
く
テ
ー
ブ
ル
に
触
れ
る
と
、
テ
ー

ブ
ル
が
ひ
と
り
で
に
回
転
す
る
現
象
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
有
力
な
説
明
と
し
て
、
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
は
注
意
集
中

に
よ
っ
て
予
期
暗
示
が
無
意
識
的
、
自
動
的
に
生
ず
る
も
の
だ
と
心
理
学
的
に
解
説
し
て
い
る
。
明
治
二
三
年
に
「
妖
怪
研
究
会
」

を
設
立
し
、
超
常
現
象
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
二
九
年
に
『
妖
怪
学
講
義
』
を
出
版
し
て
い
る
（
井

上
、
一
八
九
六
）
。
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『
妖
怪
学
講
義
』
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
妖
怪
に
は
「
月
の
錯
視
」
す
な
わ
ち
、
月
や
太
陽
の
見
え
の
大
き
さ
が
、
水
平
線
や
地
平

線
上
で
大
き
く
見
え
、
上
方
向
で
は
小
さ
く
見
え
る
と
い
う
知
覚
現
象
、
記
憶
術
、
失
念
術
と
い
っ
た
記
憶
、
遺
伝
、
神
童
、
偉
人

な
ど
の
知
能
、
人
格
と
い
っ
た
　
般
心
理
学
で
扱
わ
れ
る
領
域
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
夢
、
夢
告
、
睡
眠
、

催
眠
現
象
と
い
っ
た
も
の
は
、
今
日
で
は
「
変
性
意
識
状
態
（
≧
⇔
臼
①
△
o
o
訂
9
・
。
o
｛
ひ
8
。
。
○
合
＝
ω
コ
Φ
。
。
巴
、
す
な
わ
ち
正
常
な
覚
醒
状

態
と
く
ら
べ
て
、
ち
が
っ
た
精
神
機
能
を
呈
す
る
状
態
と
し
て
扱
わ
れ
、
異
常
心
理
学
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
幻
覚
、
妄
想
や

精
神
病
や
信
仰
療
法
な
ど
は
、
異
常
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
の
中
に
入
る
。

　
読
心
術
、
感
応
、
予
言
、
神
通
な
ど
は
、
超
心
理
学
（
勺
胃
巷
ω
×
6
庁
o
一
〇
°
q
巳
の
領
域
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
超
心
理
学
の

対
象
と
し
て
、
E
S
P
（
間
×
q
器
9
ω
o
蔓
勺
①
「
8
耳
一
8
、
超
感
覚
的
知
覚
）
と
P
K
（
勺
。
。
署
古
o
亘
コ
6
。
・
一
。
・
、
念
力
∀
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
E
S
P
は
透
視
（
巳
巴
「
＜
o
盲
コ
o
①
）
、
思
念
伝
達
（
け
巴
8
①
書
㌢
、
予
知
（
買
①
6
0
ひ
q
コ
三
〇
コ
）
に
分
け
ら
れ
る
。
透
視
は

遮
断
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
、
思
念
伝
達
は
あ
る
生
体
の
心
の
内
容
が
感
覚
の
媒
介
な
し
に
他
の
生
体
に
認

識
さ
れ
る
こ
と
、
予
知
は
ま
だ
生
起
し
て
い
な
い
未
来
の
事
象
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
念
力
と
い
う
の
は
、
生
体
の
心

の
作
用
が
、
物
質
に
対
し
て
物
理
的
媒
介
な
し
に
働
き
か
け
る
現
象
で
あ
る
。
最
近
超
心
理
学
の
研
究
も
進
ん
で
き
て
、
実
験
心
理

学
の
方
法
で
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
事
実
を
か
な
り
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
井
上
の
場
合
は
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
は
な
く
、
文
献
、
聞
き
と
り
調
査
や
通
信
で
集
め
た
偶
発
的
現
象
の
事
例
研
究
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
き
つ
ね
つ
き

　
ま
た
狐
葱
、
人
懸
、
魔
逓
、
コ
ッ
ク
リ
、
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
、
テ
ー
ブ
ル
・
ト
ー
キ
ン
グ
（
↓
①
巨
Φ
み
巴
×
一
】
漏
、
テ
ー
ブ

ル
に
向
か
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
く
と
、
テ
ー
ブ
ル
が
床
を
た
た
い
て
返
答
す
る
と
い
わ
れ
る
現
象
）
、
降
神
術
、
幽
霊
、

生
霊
、
死
霊
、
前
生
、
死
後
、
再
生
な
ど
は
、
今
日
一
般
に
心
霊
研
究
（
楊
罵
巨
6
巴
「
6
留
①
「
n
＝
）
の
領
域
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

れ
ら
の
解
明
は
、
心
理
学
で
か
な
り
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、
ま
だ
未
知
な
こ
と
が
多
い
。
種
々
の
学
問
の
研
究
者
が
協
力
し
て
行
　
2



な
う
学
際
的
な
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
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2
　
夢
の
心
理

　
「
熱
海
百
夢
」
（
井
上
、
一
九
〇
二
、
二
九
八
－
三
〇
三
ペ
ー
ジ
）
　
井
上
は
熱
海
に
約
七
〇
日
ほ
ど
病
気
の
療
養
の
た
め
滞
在

し
た
。
そ
の
と
き
見
た
八
三
の
夢
と
東
京
で
見
た
一
七
の
夢
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
法
は
紙
筆
を
枕
元
に
お
い
て
、
夜
中
に

目
が
さ
め
た
と
き
、
そ
れ
を
記
録
し
た
と
い
う
。
内
容
は
ふ
だ
ん
経
験
し
た
こ
と
や
、
最
近
経
験
し
た
こ
と
、
ふ
だ
ん
考
え
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
熱
海
で
は
、
散
歩
し
た
こ
と
や
、
訪
問
や
会
合
の
こ
と
や
病
気
の
療
養
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
場
所
と
し
て
は
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
東
京
、
郷
里
、
次
に
熱
海
で
あ
っ
た
。
ま
た
夢
に
つ
い
て
、
身
体
の
具
合
い
の
悪
い
と

き
に
、
夢
を
見
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
夢
と
夢
の
間
に
数
日
を
へ
て
連
絡
が
あ
る
こ
と
、
恐
ろ
し
い
夢
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
的
に

不
快
や
苦
痛
の
感
覚
が
あ
る
と
き
に
生
ず
る
こ
と
、
夢
に
は
空
間
的
配
置
や
時
間
の
順
序
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
夢
と
事
実
と
は

大
き
な
相
違
の
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
自
分
の
夢
を
集
計
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
も
妥
当
で
あ
り
、

心
理
学
的
研
究
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
「
仏
教
夢
説
一
班
」
（
井
上
、
一
九
〇
二
、
二
四
九
i
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）
　
こ
れ
は
仏
教
の
中
に
見
ら
れ
る
夢
の
事
例
を
あ
げ
、

そ
の
種
類
、
説
明
、
夢
の
仏
教
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
夢
の
生
起
の
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ば
無
明
習
気
（
煩

悩
）
、
善
悪
先
徴
（
善
悪
・
吉
凶
の
夢
告
）
、
四
大
偏
増
（
心
身
の
不
安
定
）
、
巡
遊
奮
識
（
見
聞
き
し
た
こ
と
へ
の
思
い
）
な
ど
を

引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
心
理
的
説
明
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
納
得
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
教
で
は
、
無
我
無
常
で
あ
り
、

世
界
の
現
象
は
虚
仮
無
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
、
夢
を
あ
げ
て
、
夢
、
幻
の
ご
と
し
と
説
い
て
い
る
と
ま
と
め
て
い
る
。

　
3
重
量
感
覚
の
実
験

　
「
人
の
感
覚
を
測
定
す
る
法
」
へ
井
上
、
一
九
〇
二
、
三
八
一
ー
三
八
九
ペ
ー
ジ
）
　
こ
れ
は
重
量
感
覚
に
関
す
る
実
験
心
理
学
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的
研
究
で
あ
る
。
重
量
感
覚
と
い
う
の
は
、
錘
を
親
指
と
人
差
指
と
で
つ
ま
ん
だ
り
、
手
掌
に
の
せ
て
重
さ
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

井
上
は
同
じ
直
方
体
（
長
さ
約
六
セ
ン
チ
、
幅
約
四
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
三
セ
ン
チ
）
の
も
の
を
、
重
量
に
差
を
つ
け
て
、
八
種
類

で
四
〇
個
つ
く
り
、
そ
の
重
量
を
比
較
し
推
定
さ
せ
、
軽
い
も
の
よ
り
し
だ
い
に
重
い
も
の
へ
と
並
べ
さ
せ
た
。
そ
の
正
答
数
の
平

均
値
を
と
っ
て
、
学
校
別
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
。
わ
か
国
で
は
ま
だ
実
験
心
理
学
が
十
分
に
根
づ
い
て
い
な
い
時
期
に
、
こ
の

よ
う
な
自
ら
心
理
学
的
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
4
　
創
造
性

　
井
上
は
創
造
性
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
創
造
お
よ
び
創
造
性
に
関
連
す
る
思
想
や
そ
の
開
発
の
方
法
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
ま
た
井
上
自
身
が
創
意
工
夫
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
井
上
の
創
造
性
に
関
す
る
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
井
上
の
『
心
理
摘
要
』
お
よ
び
『
妖
怪
学
講
義
』
に
よ
れ
ば
、
想
像
は
再
想
と
構
想
に
分
け
ら
れ
る
。
再
想
は
一
た
び
感
知
し
た

も
の
を
心
の
中
に
影
像
（
心
像
の
こ
と
）
と
し
て
と
ど
め
、
そ
れ
を
再
び
生
じ
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。
構
想
は
、
構
成
の
想
像
で
、

諸
再
想
の
一
部
を
結
合
し
て
、
そ
の
形
を
変
え
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
再
想
の
影
像
の
部
分
と
他
の
影
像
の
部
分
と
を
取
捨
結
合
し

た
時
、
一
種
の
新
し
い
影
像
が
生
じ
る
と
い
う
。
こ
の
構
想
は
創
造
的
想
像
に
相
当
す
る
と
思
う
。
そ
の
点
再
想
は
今
日
い
わ
れ
て

い
る
再
生
的
想
像
で
あ
る
。
構
想
は
智
力
的
構
想
、
感
情
的
構
想
、
意
志
的
構
想
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
研
究
者
が
真
理
を

究
明
し
、
新
説
を
発
見
す
る
時
に
、
想
像
に
よ
っ
て
仮
設
を
た
て
て
研
究
す
る
の
で
、
こ
れ
を
智
力
的
構
想
と
い
い
、
芸
術
家
の
想

像
は
感
情
的
構
想
と
い
い
、
ま
た
目
的
と
そ
の
達
成
の
方
法
を
想
定
し
て
想
像
す
る
の
を
意
志
的
構
想
と
い
っ
て
い
る
。

　
『
妖
怪
学
講
義
』
に
よ
れ
ば
、
神
童
と
偉
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
才
論
で
あ
る
。
神
童
と
は
、
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生
来
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
で
、
幼
い
時
は
神
童
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
後
に
よ
い
結
果
が
出
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。
一
般
　
2



に
は
早
熟
と
い
う
も
の
は
早
衰
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
晩
成
の
も
の
も
い
る
。
し
か
し
早
熟
の
も
の
で
、
非
凡
な
人
に
な
っ
た
例
が

少
な
く
な
い
と
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、
親
鷺
、
道
元
、
菅
原
道
真
、
J
・
S
・
ミ
ル
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
林
羅
山
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。
そ
し
て
神
童
と
は
、
心
理
学
的
に
見
て
、
観
念
の
連
合
配
置
と
注
意
集
中
力
が
智
力
の
作
用
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
点
偉

人
が
智
力
の
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
と
し
て
も
、
「
心
力
の
一
方
に
集
合
す
る
力
」
す
な
わ
ち
注
意
集
中

力
の
強
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
注
意
集
中
力
の
発
育
は
、
教
育
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
。

　
『
新
記
憶
術
』
に
よ
れ
ば
、
新
案
的
記
憶
術
の
中
に
失
念
術
を
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
記
憶
力
を
促
進
す
る
に
は
、
失
念
術
を
体

得
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
記
憶
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
を
除
く
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
い
記
憶
を
除
去
し
て

新
し
い
記
憶
を
入
れ
換
え
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
記
憶
力
よ
り
思
想
作
用
ま
た
は
道
理
作
用
（
思
考
力
の

こ
と
）
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
記
憶
は
思
考
力
の
基
礎
で
あ
る
。
種
々
の
観
念
を
整
理
し
、

配
列
し
、
ま
た
は
結
合
し
、
分
析
し
て
、
観
念
の
運
転
活
用
を
自
在
に
す
る
の
は
、
思
想
力
の
働
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
井
上

は
こ
れ
を
心
理
経
済
法
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ふ
つ
う
の
記
憶
を
と
り
除
き
、
有
益
な
記
憶
を
残
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
識
を

運
転
活
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
日
で
い
う
思
考
の
創
造
的
な
働
き
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
こ
と

が
頭
に
浮
か
ん
で
き
て
、
そ
れ
が
忘
れ
難
く
て
、
苦
し
ん
で
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
精
神

的
に
楽
に
な
る
。
ま
た
小
さ
い
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
大
事
な
こ
と
の
決
断
が
に
ぶ
り
、
十
分
に
考
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
失
念
術
が
重
要
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
失
念
は
、
注
意
を
他
に
転
じ
、
不
必
要
な
観
念
が
意
識
面
に
浮
か
ば
な
い
こ

と
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
心
理
療
法
の
基
礎
的
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

　
井
上
は
学
問
の
日
常
生
活
へ
の
応
用
す
な
わ
ち
実
用
化
を
重
視
し
、
い
ろ
い
ろ
な
創
意
工
夫
を
自
ら
行
な
っ
て
い
る
。
『
哲
学
う
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ぼ
く
ぜ
い

ら
な
ひ
』
で
は
、
新
し
い
易
占
法
を
工
夫
し
て
い
る
（
井
上
、
一
九
一
六
）
。
す
な
わ
ち
従
来
の
ト
笈
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
生
の

吉
凶
禍
福
を
予
知
す
る
の
は
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
易
理
を
学
ぶ
と
共
に
、
従
来
の
笠
法
を
変
え
て
、
論
理
学
を
用
い
て
笠
法

を
つ
く
っ
た
。
物
事
の
取
捨
選
択
に
迷
っ
た
時
、
運
を
天
に
ま
か
せ
る
場
合
、
こ
の
笈
法
を
使
う
と
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。

　
妖
怪
学
の
延
長
と
し
て
の
「
妖
怪
叢
書
第
二
編
」
と
し
て
『
改
良
新
案
の
夢
』
（
井
上
、
一
九
〇
四
）
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
心

理
経
済
、
す
な
わ
ち
精
神
の
運
用
の
経
済
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
が
旅
行
中
と
か
夜
ね
む
れ
な
い
時
に
、
時
間
を
有
効
に
使
う
た
め

に
工
夫
し
、
新
案
を
思
い
つ
い
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
発
明
工
夫
の
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
で
工
夫

し
た
が
、
必
ず
し
も
実
用
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
て
夢
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
そ
の
「
緒
言
」
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

新
案
は
自
分
の
専
門
の
哲
学
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
社
会
日
用
に
哲
学
が
応
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、

こ
う
し
た
試
み
を
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
本
を
妖
怪
叢
書
の
中
に
加
え
た
の
は
、
妖
怪
研
究
の
結
果
、
心
理
療
法
と
心
理
経

済
が
あ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
本
で
は
四
四
の
新
案
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
が
、
次
の
そ
の
例
を
あ
げ
て
み

よ
う
。

　
「
黒
板
改
良
」
で
は
、
黒
板
を
皮
で
つ
く
り
、
上
下
に
回
転
が
で
き
、
ま
わ
る
時
に
白
墨
で
書
い
た
跡
を
ブ
ラ
シ
が
ふ
き
と
る
。

ま
た
も
う
一
つ
の
新
案
で
は
、
黒
板
を
上
下
二
枚
を
用
い
、
互
に
代
わ
っ
て
上
下
す
る
時
、
互
に
ふ
き
去
る
仕
掛
け
を
工
夫
し
て
い

る
、
こ
れ
に
図
を
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
。

　
「
漢
字
を
活
字
に
組
む
法
」
で
は
、
活
字
を
組
む
場
合
、
漢
字
を
分
析
し
て
活
字
を
組
み
た
て
る
法
を
案
出
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
松
と
い
う
字
は
案
、
海
は
須
と
い
う
よ
う
に
す
る
。
こ
う
す
る
と
三
千
字
が
五
ー
六
〇
〇
字
に
減
ず
る
と
い
う
。

　
ま
た
漢
字
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
な
い
時
代
に
、
漢
字
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1

　
「
船
に
酔
わ
ざ
る
法
」
で
は
、
精
神
を
静
止
す
れ
ば
よ
い
と
し
て
、
身
体
と
心
を
別
に
お
く
よ
う
に
し
て
、
船
に
乗
っ
た
ら
横
に
　
2



な
っ
て
目
を
閉
じ
る
。
心
を
宇
宙
の
中
心
に
お
く
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
に
心
を
集
中
す
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
と
し
て
自
分
の
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙

を
の
べ
て
い
る
。

　
「
寝
台
の
新
案
」
で
は
、
昼
間
は
装
飾
と
し
て
用
い
、
夜
間
は
不
用
で
あ
る
か
ら
、
床
の
間
を
寝
台
に
利
用
す
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
。
そ
こ
で
床
の
間
を
普
通
の
も
の
よ
り
一
段
高
く
し
て
、
そ
れ
に
ふ
た
板
を
の
せ
て
寝
台
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
鉛
筆
の
改
良
」
で
は
、
木
は
削
り
に
く
い
の
で
、
木
の
代
り
に
白
墨
を
用
い
、
鉛
筆
の
心
を
入
れ
る
。
白
墨
は
木
よ
り
こ
わ
れ

や
す
い
の
で
、
そ
の
周
囲
に
強
い
紙
を
巻
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
「
そ
ろ
ば
ん
の
改
良
」
、
「
夏
戸
の
改
良
」
、
「
少
食
に
て
腹
を
満
た
す
法
」
、
ま
た
は
「
早
天
に
雨
を
ふ
ら
す
法
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
本
を
見
る
と
井
上
が
い
か
に
ア
イ
デ
ア
の
豊
か
な
人
で
、
人
が
ま
だ
や
ら
な
い
こ
と

を
先
が
け
て
や
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
5
　
仏
教
心
理
学

　
井
上
は
、
仏
教
の
心
理
説
で
あ
る
「
倶
舎
論
」
や
「
唯
識
論
」
に
も
と
つ
い
て
、
西
欧
の
心
理
学
と
比
較
考
察
し
て
い
る
。
そ
の

比
較
研
究
を
「
仏
教
心
理
学
」
ヒ
名
づ
け
、
明
治
三
〇
年
に
哲
学
館
の
講
義
録
と
し
て
出
版
し
て
い
る
（
井
上
、
一
八
九
七
）
。
本

書
は
仏
教
の
心
理
説
を
心
理
学
で
解
説
し
よ
う
と
す
る
困
難
な
仕
事
を
あ
え
て
行
な
っ
た
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
。
こ
の
年
に
日
本

心
理
学
の
創
設
者
で
あ
る
元
良
勇
次
郎
が
東
京
大
学
で
心
理
学
実
験
室
を
つ
く
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
井
上
は
、
仏
教
の
心
理
学

（
こ
の
場
合
心
理
説
）
と
西
欧
の
心
理
学
の
異
同
を
論
じ
て
、
西
欧
の
心
理
学
は
、
実
験
研
究
に
も
と
つ
い
て
お
り
、
確
実
で
あ
る

が
、
仏
教
の
心
理
学
は
、
世
俗
的
で
、
不
確
実
で
は
な
い
か
と
問
い
を
投
げ
か
け
て
、
自
ら
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
両
者
は
そ

れ
ぞ
れ
目
的
が
違
う
か
ら
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
西
欧
の
心
理
学
は
、
学
理
を
究
明
す
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
の
心
理
学
は
、
そ
の

目
的
が
宗
教
に
あ
り
、
人
を
し
て
転
迷
開
悟
、
安
心
立
命
せ
し
め
る
に
あ
り
、
ま
た
仏
教
は
心
理
を
階
梯
と
し
て
、
浬
藥
の
頂
上
に
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達
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
仏
教
心
理
学
を
理
解
す
る
の
に
重
要
な
知
見
で
あ
る
と
思
う
。

　
井
上
は
末
那
識
・
阿
頼
識
は
、
思
想
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
思
想
論
の
中
で
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
最
近
の
心
理
学
の
中

で
、
意
識
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
睡
眠
、
夢
に
つ
い
て
も
、
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
意
識
の
問
題

と
し
て
、
最
近
の
心
理
学
で
は
、
生
理
的
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
の
領
域
で
、
医
学
で
は
精
神
生
理
学
、
精
神
医
学
の
領
域
で
実
験

的
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
仏
教
の
心
理
学
は
、
主
観
の
面
で
は
、
お
お
い
に
と
る
べ
き
点
が
あ
る
が
、
客
観
の
面
で
は
、
き
わ
め
て
お
お
ざ
っ
ぱ
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
心
理
説
は
、
と
き
ど
き
憶
測
の
域
を
脱
せ
ず
、
事
実
に
合
わ
な
い
。
そ
の
点
西
欧
の
心
理
学
は
、
仏

教
の
そ
れ
よ
り
も
、
く
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
井
上
の
洞
察
の
適
確
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
唯
識
論
は
、
た
ん
に

心
理
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
哲
学
思
想
が
背
景
に
あ
る
。
こ
こ
で
井
上
は
、
そ
の
該
博
な
る
知
識
を
も
っ
て
、
西
洋
哲
学
の
思
想
と
仏

教
の
思
想
と
の
比
較
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
大
切
な
視
点
で
あ
る
。
そ
の
点
仏
教
心
理
学
は
、
あ
る
意
味
で
哲
学
的
心
理

ぷ
子
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　
仏
教
は
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
中
国
を
経
て
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
国
も
実
験
科
学
の
発
達
を
み
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
論
証
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
仏
教
は
高
度
の
真
理
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
論
証
、
検

証
は
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
井
上
は
、
仏
教
は
実
験
科
学
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
最
近
よ

う
や
く
禅
の
生
理
学
的
、
医
学
的
、
心
理
学
的
研
究
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
洋
大
学
学
長
に
な
っ
た

心
理
学
者
の
佐
久
間
鼎
（
佐
久
間
、
一
九
四
八
）
が
、
坐
禅
が
脳
波
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
理
的
心
理
的
過
程
が
客
観
的
に
証
明
さ
れ

ろ
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
。
後
に
東
京
大
学
の
精
神
医
学
の
平
井
富
雄
（
平
井
、
一
九
六
〇
）
が
、
佐
久
間
の
予
見
に
示
唆
を
受
け

て
、
坐
禅
に
よ
っ
て
脳
波
が
変
わ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
意
識
が
変
わ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
昭
和
三
六
年
、
三
七
年
度
の
文
部
省
総
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合
研
究
「
禅
の
医
学
的
心
理
学
的
研
究
」
で
は
、
佐
久
間
が
班
長
を
つ
と
め
て
、
禅
の
総
合
的
科
学
的
研
究
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
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研
究
で
は
筆
者
も
自
ら
の
参
禅
体
験
に
も
と
づ
き
「
禅
と
創
造
性
」
の
研
究
を
行
な
い
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
恩
田
、
一
九
八

〇
）
。
井
上
の
提
案
が
今
日
に
い
た
っ
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
井
上
の
『
仏
教
心
理

学
』
は
、
黒
田
亮
の
『
唯
識
心
理
学
』
の
先
駆
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
（
黒
田
、
一
九
四
四
）
。

　
6
　
禅
の
心
理

　
「
禅
宗
の
心
理
」
（
井
上
、
一
九
〇
二
、
一
四
九
ー
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
井
上
円
了
は
「
禅
宗
は
見
性
悟
道
を
教
え
て
い
る
が
、
見

性
悟
道
と
は
、
自
己
の
心
地
を
開
い
て
、
本
来
の
面
目
を
現
わ
す
の
だ
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
禅
は
、
仏
性
（
真
の
自
己
）
を
究
明

す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
そ
の
法
則
に
は
古
則
公
案
が
あ
っ
て
、
公
案
と
は
古
人
の
悟
道
法
則
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
坐
禅
に
は
調
身
、
調
心
の
二
法
が
あ
る
。
調
身
の
法
に
よ
っ
て
、
身
体
を
安
定
に
し
、
調
心
の
法
に
よ
っ

て
心
を
寂
静
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
「
禅
は
調
身
、
調
心
に
よ
っ
て
、
心
性
の
本
分
を
開
発
す
る
」
と
い
い
、
こ
の
心
性
の
本
分
の
開
発
と
は
何
か
に
つ
い

て
、
心
理
学
的
説
明
を
試
み
て
い
る
。
「
心
理
学
で
い
う
知
情
意
は
、
心
的
現
象
で
、
こ
う
い
う
心
的
現
象
が
あ
る
か
ら
に
は
、
そ

の
心
性
の
本
体
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
井
上
は
こ
の
心
性
の
本
体
を
心
体
と
い
う
。
「
こ
の
心
体
が
外
界
と
の
間
で
生

起
す
る
の
が
、
知
情
意
で
あ
っ
て
、
心
的
現
象
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
的
現
象
と
心
体
と
の
関
係
は
、
風
が
吹
い
て
き
て
、

水
上
に
波
を
起
こ
す
の
と
同
じ
く
、
心
体
の
上
に
外
界
の
現
象
が
映
し
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
刺
激
に
よ
っ
て
心
体
上
に
起
こ
す
波
が
、

知
情
意
の
心
的
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
こ
の
心
的
現
象
は
、
外
界
の
刺
激
に
よ
っ
て
起
こ
る
波
だ
か
ら
、
そ
の
性
質
は

有
限
で
相
対
的
あ
る
。
し
か
し
心
体
は
、
有
限
相
対
を
超
越
し
て
、
無
限
絶
対
の
も
の
で
あ
る
。
仏
教
は
こ
の
心
体
を
認
め
、
禅
は

こ
の
心
体
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
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ま
た
、
こ
の
心
体
は
禅
で
は
、
真
の
自
己
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
の
面
目
と
も
本
地
の
風
光
と
も
い
う
。
そ
し
て
「
禅
の
求
め

る
も
の
は
、
常
に
心
の
中
の
自
己
の
本
来
の
面
目
（
真
の
自
己
）
で
あ
っ
て
、
心
の
外
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
。

　
「
通
常
の
心
的
現
象
、
す
な
わ
ち
知
情
意
は
、
有
限
に
し
て
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
心
の
動
き
が
や
ま
な
い
間
は
、

絶
対
に
し
て
無
限
の
心
体
（
真
の
自
己
）
は
現
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
動
く
心
的
現
象
を
止
め
、
知
情
意
を
寂
静
に
し
て
働
く
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
始
め
て
、
真
の
自
己
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
坐
禅
は
、
こ
の
動
い
て
や
ま
な
い
迷
い
の
雲
を
は
ら
う

よ
う
な
も
の
で
、
知
情
意
の
働
き
を
止
め
る
方
法
で
あ
る
。
す
で
に
有
限
性
、
相
対
性
の
雲
を
去
り
、
迷
い
が
は
れ
る
時
、
直
ち
に

真
の
自
己
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
水
の
波
が
静
か
に
な
る
と
、
水
の
本
質
が
現
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
」
た
だ
し
「
こ
れ

は
心
が
一
た
び
死
ん
だ
境
涯
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
か
わ
る
境
涯
に
い
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
こ
れ
は
「
大

死
一
番
絶
後
に
蘇
生
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
精
神
的
に
自
他
が
対
立
し
て
い
る
自
己
が
死
ん
で
、
自
他
一
如
の
自
己
と
し
て
生
ま

れ
か
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
井
上
は
「
死
ん
で
生
ま
れ
か
わ
る
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
自
問
し
、
次
の
よ

う
に
自
答
し
て
い
る
。
「
心
的
現
象
は
有
限
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
に
は
無
限
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
外
界
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
知
性
は
有
限
で
あ
る
が
、
多
少
不
可
知
の
対
象
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
対
象
と
一
つ
に
な
ろ
う
と
す
る
傾
向
が

あ
る
の
は
、
知
性
に
無
限
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。
こ
れ
と
同
様
に
感
情
も
意
志
も
、
有
限
性
と
無
限
性
の
両
面
を
持

っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
井
上
は
、
「
こ
れ
を
無
限
絶
対
の
心
体
か
ら
説
明
す
る
と
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
心
的
現
象

は
心
体
か
ら
起
こ
り
、
有
限
相
対
の
知
情
意
も
、
裏
面
は
無
限
絶
対
の
心
体
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
心
体

は
真
の
自
己
で
、
本
質
の
世
界
を
示
し
、
心
的
現
象
は
、
そ
の
働
き
で
、
現
象
の
世
界
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
7
　
心
理
療
法
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井
上
は
明
治
三
七
年
に
『
心
理
療
法
』
と
い
う
著
書
を
出
し
て
い
る
（
井
上
、
　
九
〇
四
）
。
井
上
は
自
然
に
ま
か
せ
て
治
癒
を

待
つ
の
を
自
然
療
法
と
い
い
、
信
頼
祈
念
に
よ
っ
て
治
療
を
望
む
の
を
信
仰
療
法
と
い
い
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
心
理
療
法
と
名
づ
け

て
い
る
。
井
上
は
当
時
の
催
眠
術
が
難
病
を
治
療
し
て
い
る
事
実
を
見
て
、
そ
の
治
療
機
制
が
医
学
的
に
十
分
説
明
が
で
き
な
い
か

ら
と
い
っ
、
て
、
す
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
治
癒
す
べ
き
理
由
が
か
な
ら
ず
あ
る
は
ず
だ
。
さ
ら
に
学
術
的
研
究
を
す
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ト
（
ウ
】
，
⑦
⊂
ユ
’
o
⑰
“
）
は
、
は
じ
め
催
眠
法
を
用
い
て
い
た
が
、
そ
の
適
用
に
困
難
を
生
じ
た
の
で
精
神
分
析

を
生
み
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
種
々
の
心
理
療
法
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
ま
だ
時
期
が
早
す
ぎ
て
、
井
上
は
こ
の
心
理

療
法
の
発
展
を
知
ら
な
い
。

　
井
上
は
一
切
の
疾
患
は
、
身
心
相
関
の
上
に
現
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
身
体
か
ら
生
ず
る
も
の
と
心
か
ら
生
ず
る
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
身
体
の
ほ
う
か
ら
治
療
を
行
な
う
の
を
身
的
療
法
ま
た
は
生
理
療
法
と
名
づ
け
、
心
の
ほ
う
か
ら
治
療
を
行
な
う
の
を
心

的
療
法
ま
た
は
心
理
療
法
と
名
づ
け
て
い
る
。
今
日
精
神
科
医
は
「
精
神
療
法
」
と
呼
び
、
心
理
学
者
は
「
心
理
療
法
」
と
呼
ん
で

い
る
。
井
上
は
心
理
療
法
は
応
用
心
理
学
の
一
種
と
い
っ
て
い
る
が
、
心
理
学
の
応
用
と
し
て
心
理
療
法
と
名
づ
け
て
い
る
点
、
心

理
療
法
の
最
初
の
名
づ
け
親
と
も
い
え
よ
う
。
井
上
は
心
身
関
係
に
つ
い
て
、
人
は
身
体
と
心
の
両
方
か
ら
成
り
、
身
体
の
病
気
は

か
な
ら
ず
心
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
苦
悩
や
心
配
は
、
か
な
ら
ず
内
面
化
し
て
身
体
の
疾
患
が
生
ず
る
と
い
う
、
心
身
相
関
の
事
実
を

指
摘
し
一
、
い
る
。
ま
た
医
学
で
は
、
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
生
理
療
法
を
つ
く
し
て
、
同
時
に
心
の
中
で
自
然
に
ま
か
せ
る
と
い
う
心
が

け
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
井
上
は
こ
れ
を
心
理
療
法
の
本
意
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
は
現
代
の
心
身
医
学
に
通
ず

る
見
方
で
あ
る
。

　
心
理
療
法
に
は
、
自
療
法
と
他
療
法
が
あ
る
と
い
っ
て
、
自
己
治
療
法
と
他
者
治
療
法
の
二
種
に
分
け
て
い
る
。
他
療
法
に
は
、

催
眠
術
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
療
法
は
、
信
仰
法
と
観
察
法
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
自
他
の
別
が
あ
る
。
信
仰
法
に
は
自
信
法
と
他
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信
法
ヒ
が
あ
る
。
自
信
法
は
自
ら
こ
の
病
気
は
か
な
ら
ず
な
お
る
と
信
ず
る
こ
と
、
他
信
法
は
こ
の
神
仏
を
信
ず
れ
ば
、
こ
の
病
気

は
か
な
ら
ず
よ
く
な
る
と
信
ず
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
自
信
は
、
本
人
が
自
己
治
癒
力
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
心
理
療
法
の
実
施
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。
観
察
法
に
は
、
自
観
法
と
他
観
法
が
あ
る
。
自
観
法
は
、
病
気
は
心
配
す
る
こ
と

は
な
い
と
知
り
、
ま
た
精
神
の
疑
い
や
悩
み
を
断
つ
と
い
う
坐
禅
や
止
観
法
、
ま
た
哲
学
上
の
道
理
に
よ
っ
て
、
世
界
観
、
人
生
観

を
確
立
し
て
安
心
を
う
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
観
法
は
、
他
の
事
物
を
観
察
し
て
、
病
気
の
観
念
や
苦
悩
を
な
く
す
方
法
で
、
旅

行
や
転
地
し
て
自
然
に
病
気
の
苦
悩
が
消
え
る
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
目
観
法
は
、
自
己
が
体
験
す
る
事
実
を
観
察
す
る
方
法
で
、
最
近
の
心
理
療
法
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
森
田
療

法
、
吉
本
伊
信
の
内
観
法
、
禅
や
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
法
、
お
よ
び
自
律
訓
練
法
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
（
ブ
c
2
ω
日
ぴ
q
）
な
ど
が
、
種
々

の
欲
求
、
感
情
や
緊
張
を
と
も
な
う
イ
メ
ー
ジ
を
浄
化
し
、
消
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
治
癒
力
を
開
発
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
、
井
上
は
こ
の
自
観
法
を
人
為
的
自
観
法
と
自
然
的
自
観
法
と
に
分
け
て
い
る
。
人
為
的
自
観
法
は
、
自
己
の
心
を
反
省
し
て

種
々
の
観
念
を
つ
く
る
が
、
自
己
の
心
を
統
制
す
る
。
想
像
力
に
よ
っ
て
回
復
を
求
め
る
。
禅
の
悟
り
に
よ
っ
て
痛
苦
の
境
涯
を
脱

却
す
る
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
自
然
的
自
観
法
と
は
、
人
の
生
死
や
疾
患
は
、
人
間
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
悟
り
、
自
然

に
ま
か
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
井
上
は
人
は
病
気
を
観
察
す
る
う
え
で
、
一
方
に
お
い
て
人
為
を
以
て
治
療
で
き
る
と
信
ず

る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
自
然
に
ま
か
せ
れ
ば
、
自
然
の
力
に
よ
っ
て
治
癒
す
る
。
そ
れ
を
あ
ま
り
人
為
に
か
た
よ
る
時
は
、

か
え
っ
て
自
然
の
治
癒
を
妨
げ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
心
理
療
法
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
然
に
ま
か
せ
る
に
あ
る
と
い
う
。

．
一
の
自
然
的
自
観
法
の
よ
う
な
見
方
は
、
東
洋
的
な
心
理
療
法
と
し
て
、
西
欧
の
心
理
療
法
に
著
し
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
井
上

は
仏
教
に
ー
わ
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
観
法
は
、
今
日
の
心
理
療
法
の
発
展
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
思
う
。
野
村
章
恒
に
よ
れ
ば
、

森
田
正
馬
（
一
八
七
四
ー
一
九
三
八
）
は
、
井
上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
と
こ
の
『
心
理
療
法
』
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
精
神
療
法
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を
大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
に
選
択
す
る
の
に
影
響
を
受
け
た
と
推
察
し
て
い
る
（
野
村
、
一
九
七
四
）
。
森
田
療
法
で
い
う
「
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

る
が
ま
ま
」
と
い
う
態
度
は
、
井
上
の
い
う
自
然
療
法
ま
た
は
自
然
的
自
観
法
の
考
え
か
ら
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
元
良
勇
次
郎
が
明
治
二
三
年
に
最
初
の
体
系
的
心
理
学
書
と
い
わ
れ
る
『
心
理
学
』
を
出
し
た
が
、
井
上
は
明
治
二
〇
年
に
す
で

に
『
心
理
摘
要
』
と
い
う
体
系
的
心
理
学
の
本
を
公
刊
し
て
い
る
。
井
上
は
心
理
学
の
日
常
生
活
へ
の
応
用
を
重
視
し
、
応
用
心
理

学
の
講
義
を
明
治
二
〇
年
か
ら
哲
学
館
で
始
め
、
応
用
心
理
学
の
諸
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
の
心
理
学
の
移
植
の
時
代

に
西
欧
の
心
理
学
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
東
洋
の
心
理
説
と
比
較
研
究
を
行
な
い
、
独
自
の
『
東
洋
心
理
学
』
と
く
に
仏
教
の

唯
識
論
に
も
と
つ
い
た
『
仏
教
心
理
学
』
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
『
妖
怪
学
講
義
』
は
、
超
常
現
象
の
心
理
的
研
究
を
含
む
も
の

で
、
超
心
理
学
に
お
け
る
偶
発
的
現
象
の
事
例
研
究
の
先
駆
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
明
治
三
七
年
に
書
か
れ
た
『
心
理
療

法
』
は
、
ま
さ
し
く
心
理
療
法
と
名
の
つ
い
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
し
、
森
田
正
馬
が
森
田
療
法
を
生
み
出
す
の
に
影
響
が
あ
っ
た

と
も
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
身
体
の
状
態
と
心
的
現
象
が
相
互
に
影
響
し
あ
う
心
身
相
互
作
用
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
井
上
は
、
沢
山
の
先
駆
的
な
心
理
学
的
業
績
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
通
信
教
育
と
い
う
新
し
い
教
育
方
法
を
用

い
て
、
一
般
大
衆
に
心
理
学
の
教
育
を
し
た
こ
と
も
、
そ
の
業
績
に
あ
げ
て
も
よ
い
と
思
う
。
そ
こ
で
井
上
の
業
績
を
心
理
学
史
の

中
に
適
切
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

文
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九
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五
ペ
ー
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心
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摘
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哲
学
書
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